
資料２ 

1 

 

 

あんジョイプラン１０【計画案】 

第１章 計画策定にあたって 

 １ 計画策定の背景と趣旨 

 ２ 計画の内容と期間 

 ３ 計画の策定体制 

  

第２章 高齢者を取り巻く現状 

 １ 人口の推移 

 ２ 高齢化の状況 

 ３ 世帯の状況 

 ４ 住居の状況 

 ５ 健康状態 

 ６ 社会参加 

 ７ 調査からみた高齢者像 

 ８ 介護保険サービスの利用状況とニーズ 

 

第３章 基本理念・基本目標 

 １ 基本理念 

 ２ 基本目標 

 ３ 計画の体系 

 

第４章 施策・個別事業 

 １ 健康と生きがいづくり、介護予防の推進 

 ２ 地域でふれあい、安心して生活できるまちづくりの推進 

 ３ 介護保険サービスの質の向上と制度の円滑な運用 

４ 個別事業一覧 

  



資料２ 

2 

 

第１章 計画策定にあたって 

計画策定の背景と趣旨 

 

介護保険制度は、平成１２年４月に施行されてから２０年が経過して、サービスの

提供基盤が整備され、利用者が着実に増加しており、我が国における高齢期の生活を

支える仕組みとして定着してきました。本市においても、介護保険サービスをはじめ、

高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、自分らしく、自立した日常生活を営むことが

できるよう、様々な取り組みを進めてきました。 

近年の計画では、団塊の世代が後期高齢者になり、介護や生活支援を必要とする人

の数が大幅に増加することが見込まれる令和７年（２０２５年）を見通してきました

が、本計画の期間内にはその年を迎えることとなります。 

本計画では、さらに高齢化が進み、介護ニーズの高い ８５ 歳以上人口が急速に増

加し、現役世代の減少が顕著になる令和 ２２ 年（２０４０ 年）を見据え、基本理念

に基づき、基本目標や重点施策を定め、地域の実情に合ったきめ細かな施策の取組み

を推進していきます。 

また、自助・共助・公助のうち、特に自助・共助の部分については、福祉施策の総

合的計画である地域福祉計画の趣旨に基づき、施策の推進を図ります。 

計画の策定にあたっては、国、県の計画をはじめ、安城市第９次総合計画や安城市

地域福祉計画などの本市における関係諸計画と整合性を図ります。 

今回の「あんジョイプラン１０（第９次安城市高齢者福祉計画・第９期安城市介護

保険事業計画）」は、安城市版地域包括ケアシステムの更なる深化・推進と持続可能な

制度の構築を進めるとともに、世帯の複合的な課題を踏まえた相談・支援の充実、介

護予防の推進を目指して策定しました。 

 

 

  

１ 
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計画の内容と期間 

（１）計画の内容 

本計画は、老人福祉法第 ２０ 条の８第１項の規定に基づく老人福祉計画として策

定する高齢者福祉計画と、介護保険法第１１７条第１項の規定に基づく介護保険事業

計画を合わせて「あんジョイプラン」としています。 

高齢者福祉計画は、すべての高齢者を視野に入れ、介護保険の給付対象とならない

高齢者の福祉サービスはもとより、地域における高齢者の福祉全般にわたる施策も含

んでいます。 

一方、介護保険事業計画は、介護保険サービスの種類ごとの見込量等について定め、

保険料を算定するなど、介護保険事業運営の基本となる計画です。 

 

（２）他の計画との関連 

本市行政の基本指針としての安城市総合計画のもと、施策に関する部門別計画を策

定し、各種事業を推進しています。また、地域における高齢者・障害のある人・子ど

もの福祉をはじめ、その他のあらゆる福祉に関して共通して取り組むべき事項等を定

めた計画として、地域福祉計画が位置づけられています。 

このため、本計画は、こうした他の計画と整合性を図りながら策定しました。 
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（３）計画の期間 

本計画は、介護保険法第１１７条第１項に定められているとおり、３年を１期とし

て策定しており、令和６年度から令和８年度までを計画期間としています。 

なお、平成３０年度から令和５年度までの６年間の計画として策定した高齢者福祉

計画は、令和６年から令和１１年までの計画として策定しました。 

これまでは、団塊の世代が後期高齢者となる令和７年（２０２５ 年）を見通しなが

ら計画を策定してきましたが、本計画の期間内に令和７年（２０２５ 年）を迎えるこ

ととなります。 
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計画の策定体制 

（１）策定体制 

本計画の策定にあたっては、介護保険事業の進捗管理等を行っている介護保険・地

域包括支援センター運営協議会を母体とする「あんジョイプラン１０策定委員会」を

設置し、計画書案を策定しました。 

この策定委員会を中心とした計画の策定体制は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考：各組織の事務局は高齢福祉課 

 

  

３ 

意見 

収集 

意見 

意見 付議 

 

委員：16 名 

   学識経験者、福祉、医療、保健等関係者、 

被用者保険者代表、被保険者代表等で構成 

顧問：計画について優れた識見を有する者 

内容：計画策定のための検討及び審議を行い、市長に答申する。 

 懇話会 

メンバー：地域包括ケアシステムの

中の各部会や委員等によ

って構成 

内  容：データに即したメンバー

で、現状・課題・必要な

取組みについて意見交換

を行う。 

テ ー マ： 

 〇高齢者のデジタル活用について 

 〇介護予防・フレイル予防と地域

の参加について 

 〇介護人材の確保について 

 〇課題の複合化・複雑化の実態な

どについて 

あんジョイプラン 10 策定委員会 

諮問 

安城市長 

安城市 

幹事会 

メンバー：計画策定に関係する庁内、社会

福祉協議会、シルバー人材セン

ター役職者等で構成 

審議内容：作業部会が作成した実務的資料

等を検討し、一体的、総合的な

計画案を作成する。 

作業部会 

メンバー：計画策定に関係する庁内、社会

福祉協議会、シルバー人材セン

ターの関係課職員で構成 

審議内容：計画策定に必要な事項を調査研

究し、幹事会に提供するための

実務的資料等を作成する。 

答申
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（２）高齢者等実態調査（実施時期：１２月） 

市民の生活や高齢者介護の状況、福祉への意向、事業者における課題等を把握し、

「あんジョイプラン１０（第９次安城市高齢者福祉計画・第９期安城市介護保険事業

計画）」策定のための基礎資料とするため、以下の調査を実施しました。 

区分 対象者 調査方法 配布数 
有効回収数 

（有効回収率） 

市民・要支援 

認定者 

要介護認定を受けていない 65 歳

以上の市民（要支援認定者を含

む） 

郵送調査 

（Web を併用） 

2,700 人 
1,972 人 

（73.0％） 

要介護 

認定者 

市内の要介護認定者（要支援認定

者、施設入所者を除く） 
1,800 人 

1,083 人 

（60.2％） 

若年者 
要支援・要介護認定を受けていな

い 40 歳から 64 歳までの市民 
2,000 人 

1,005 人 

（50.3％） 

事業者 

市内の居宅介護支援事業所、小規

模多機能型居宅介護事業所、看護

小規模多機能型介護事業所及び

所属介護支援専門員 

34 事業所 
21 事業所 

（61.8％） 

110 人 
69 人 

（62.7％） 

市内の施設・居住系サービス事業

所 
41 事業所 

27 事業所 

（65.9％） 

市内の施設・居住系サービス、通

所系・短期系サービス、訪問系を

含むサービス各事業所及び所属

訪問系職員 

138 事業所 
83 事業所 

（60.1％） 

523 人 
170 人 

（32.5％） 

（３）懇話会 

テーマ 開催日時 参加者 趣旨 

高齢者のデジタ

ル活用について 

令和 5 年 2月 28 日（火） 

9:00～9:45 

老人クラブ連合会

（9 名） 

社会のデジタル化が進む中、高

齢者のデジタルデビュー、デジ

タルスキル向上のための課題を

整理する。 

介護予防・フレ

イル予防と地域

の参加について 

令和 5 年 2月 28 日（火） 

19:30～20:30 

安城地域リハビ

リネットワーク 

（11 名） 

介護予防・フレイル対策の現状

と課題を整理する 

特に、地域の取組みを促進し、

参加しやすくするための視点か

ら課題を整理する 

介護人材の確保

について 

令和 5 年 3月 8 日（水） 

13:30～14:20 

グループホーム事業

所代表（8 名） 

第 8 期の懇話会で話し合われた

〝介護助手の導入〟などの取り

組みの成果を把握する。 

介護人材の確保の実態と課題を

整理し、解決策を検討する。 

令和 5 年 3月 28 日（火） 

10:00～10:50 

特別養護老人ホーム

及び老人保健施設事

業所代表（16 名） 

課題の複合化・

複雑化の実態な

どについて 

令和 5 年 5月 10 日(水) 

15:30～16:15 

保健福祉部会 

（16 名） 

現場での支援活動を通じて感じ

る、福祉課題の複合化・複雑化

の実態を踏まえて、支援の在り

方を検討する。 

資金の高齢者像、最近増えてき

た高齢者の課題を整理する。 

令和 5 年 6月 23 日(火) 

19:30～20:30 

ケアマネット 

（ 名） 
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第２章 高齢者を取り巻く現状 

人口の推移 

 

（１）人口の推移 

本市の総人口は、令和４年１０月１日時点で １８８,９９９ 人です。本市の総人

口は増加基調で推移してきましたが、令和２年以降はほぼ横ばいで推移しています。 

高齢者人口は、増加傾向にあり、令和４年は４１,０１３人となっています。 

年齢別人口の推移                              （人、％） 

  実績値    推計値  

区分 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 

総  数 190,155 189,543 188,999 189,490 189,991 190,491 190,638 

0～14 歳 
28,057 27,417 26,824 27,306 27,070 26,833 26,682 

14.8 14.5 14.2 14.4 14.2 14.1 14.0 

15～64 歳 
121,865 121,426 121,162 121,151 121,463 121,775 121,480 

64.1 64.1 64.1 63.9 63.9 63.9 63.7 

65 歳以上 
40,233 40,700 41,013 40,928 41,406 41,883 42,476 

21.2 21.5 21.7 21.6 21.8 22.0 22.3 

65～74 歳 20,756 20,762 20,076 18,762 18,230 17,699 17,909 

（再掲） 10.9 11.0 10.6 9.9 9.6 9.3 9.4 

75 歳以上 19,477 19,938 20,937 22,166 23,176 24,184 24,567 

（再掲） 10.2 10.5 11.1 11.7 12.2 12.7 12.9 

資料：令和２年～令和４年は安城市住民基本台帳（各年１０月１日現在） 

   令和５年以降は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

 

 

  

１ 
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（２）人口ピラミッド 

令和４年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：安城市住民基本台帳（令和４年１０月１日現在） 

 

令和８年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

（令和８年１０月１日時点の推計値） 

  

（人） 

（人） 

男 性 女 性 

男 性 女 性 

02,0004,0006,0008,000 0 2,000 4,000 6,000 8,000

90歳以上
85〜89歳
80〜84歳
75〜79歳
70〜74歳
65〜69歳
60〜64歳
55〜59歳
50〜54歳
45〜49歳
40〜44歳
35〜39歳
30〜34歳
25〜29歳
20〜24歳
15〜19歳
10〜14歳
5〜9歳
0〜4歳

02,0004,0006,0008,000 0 2,000 4,000 6,000 8,000

90歳以上
85〜89歳
80〜84歳
75〜79歳
70〜74歳
65〜69歳
60〜64歳
55〜59歳
50〜54歳
45〜49歳
40〜44歳
35〜39歳
30〜34歳
25〜29歳
20〜24歳
15〜19歳
10〜14歳

5〜9歳
0〜4歳
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（３）日常生活圏域の設定 

日常生活圏域別の高齢者人口・要介護認定者数・認定率 

圏域名 
高齢者人口 要介護認定者 

（人） 人数（人） 認定率（％） 

東山中学校区    

安城北中学校区    

篠目中学校区    

安城南中学校区    

安祥中学校区    

安城西中学校区    

明祥中学校区    

桜井中学校区    

計    

備考：要介護認定者数は住所地特例者を除き表示しています。（令和５年１０月１日現在） 
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高齢化の状況 

（１）高齢化率の状況 

令和４年１０月１日時点における本市の高齢化率は２１.４％で、全国、愛知県より

も低く、西三河地域においても、岡崎市、碧南市、豊田市、西尾市よりも低くなって

います。 

高齢化率の推移：国、県、他市町との比較               （％） 

  実績値    推計値  

区分 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 

全国 28.0 28.4 28.8 29.2 29.6 30.0 30.2 

愛知県 24.7 25.0 25.3 25.6 25.9 26.2 26.4 

安城市 21.0 21.2 21.4 21.6 21.8 22.0 22.3 

岡崎市 23.3 23.7 24.0 24.4 24.8 25.1 25.4 

碧南市 23.8 24.2 24.6 25.0 25.4 25.9 26.2 

刈谷市 20.2 20.4 20.6 20.9 21.1 21.3 21.6 

豊田市 23.1 23.3 23.5 23.8 24.0 24.3 24.5 

西尾市 25.7 25.8 25.9 26.0 26.2 26.3 26.4 

知立市 19.9 20.2 20.6 20.9 21.2 21.5 21.8 

高浜市 19.3 19.5 19.6 19.8 20.0 20.1 20.3 

資料：総務省「国勢調査」および国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」

（各年１０月１日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化率の国、県、他市町との比較（令和４年） 
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（２）中学校区別の高齢化の状況 

令和２年の中学校区別の高齢化率をみると、明祥中学校区で最も高くなっています。 

また、高齢者人口のうち、前期高齢者・後期高齢者別で割合をみると、後期高齢者

の割合は東山中学校区・安祥中学校区で５割を超えています。 

中学校区別の高齢化率（策定年度における比較） 

校区別 
総人口（人） 高齢者人口（人） 高齢化率（％） 

令和 2 年 令和 5 年 令和 2 年 令和 5 年 令和 2 年 令和 5 年 

東山中学校区 24,676  4,731  19.2  

安城北中学校区 30,521  6,905  22.6  

篠目中学校区 22,432  3,968  17.7  

安城南中学校区 31,252  6,266  20.0  

安祥中学校区 19,498  4,486  23.0  

安城西中学校区 26,073  5,316  20.4  

明祥中学校区 13,190  3,318  25.2  

桜井中学校区 22,513  5,243  23.3  

計 190,155  40,233  21.2  

資料：住民基本台帳（各年１０月１日現在） 高齢者：６５歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（令和２年１０月１日現在） 

備考：高齢者６５歳以上、前期高齢者６５～７４歳、後期高齢者７５歳以上 

  

48.5

50.9

53.9

53.3

49.8

54.1

51.6

50.5

51.5

49.1

46.1

46.7

50.2

45.9

48.4

49.5

0% 50% 100%

前期高齢者 後期高齢者高齢者人口

4,731

6,905

3,968

6,266

4,486

5,316

3,318

5,243

02,0004,0006,0008,000

東山中学校区

安城北中学校区

篠目中学校区

安城南中学校区

安祥中学校区

安城西中学校区

明祥中学校区

桜井中学校区

(人)
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（３）認定の状況 

本市の認定者数は、令和４年９月末時点で５,８９７人となっています。令和２年か

らの推移をみると増加傾向にあります。認定率は１４.４％で横ばいとなっています。 

他の地域と比較すると、全国、愛知県よりも低く推移しています。また、近隣市町

では増加傾向にあるのに対し、本市は横ばいで推移しています。 

 

要介護度別認定者数及び認定率の推移                 （人） 

   実績値    推計値  

 区分 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年 

 要支援 1 1,112 1,153 1,202     

 要支援 2 806 839 858     

 要介護 1 1,176 1,216 1,209     

 要介護 2 834 813 824     

 要介護 3 591 543 557     

 要介護 4 739 791 791     

 要介護 5 518 496 456     

認定者計(A) 5,776 5,851 5,897     

高齢者計(B) 40,246 40,732 40,969     

認定率

(A/B) 

安城市 14.4% 14.4% 14.4%     

愛知県 16.8% 17.1% 17.4% - - - - 

全国 18.6% 18.8% 19.1% - - - - 

資料：介護保険事業状況報告（各年９月末時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5,776 5,851 5,897 

0 0 0 0 

14.4 14.4 14.4

0
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

認定者数 認定率

（人）
（％）
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18.6
18.8

19.1

16.8

17.1
17.4

14.4

14.4 14.4

12

16

20

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

全国 愛知県 安城市 岡崎市 碧南市

刈谷市 豊田市 西尾市 知立市 高浜市

(％)

認定率の推移                            （％） 

区分 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 

全国 18.6 18.8 19.1  

愛知県 16.8 17.1 17.4  

安城市 14.4 14.4 14.4  

岡崎市 15.6 15.7 16.3  

碧南市 15.7 16.3 16.7  

刈谷市 15.6 16.0 16.5  

豊田市 14.9 15.1 15.7  

西尾市 14.7 15.2 15.4  

知立市 13.4 14.1 14.4  

高浜市 16.7 17.3 17.5  

資料：介護保険事業状況報告（各年１０月） 
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世帯の状況 

（１）世帯構成 

本市の高齢者のいる世帯の状況は、令和２年で ２６,９５１世帯であり、総世帯の

３４.８％となっています。高齢者の単身世帯は８.８％、高齢者のみの世帯は８.６％

となっています。 

地域で比較すると、高齢者のいる世帯は、全国、愛知県及び、岡崎市、碧南市、豊

田市、西尾市よりも低くなっています。 

 

世帯構成の推移 

    区分 
高齢者人口（人） 高齢化率（％） 

令和 2 年 令和 5 年 令和 2 年 令和 5 年 

総世帯 76,868  ―  

高齢者のいる世帯 26,951  34.8  

 高齢者単身世帯 7,277  8.8  

 高齢者のみの世帯 7,086  8.6  

  夫婦のみ 6,541  8.0  

  夫婦以外 545  0.6  

 その他の高齢者世帯 12,588  17.3  

資料：住民基本台帳（各年１０月１日現在） 

高齢者のいる世帯の国、県、近隣市町村との比較            （％） 

 国 愛知県 安城市 岡崎市 碧南市 

高齢者のいる世帯 40.7 37.0 33.6 36.5 39.2 

 高齢者単身世帯 12.1 10.0 7.3 8.3 8.2 

 夫婦のみの世帯※ 10.5 9.7 8.3 9.8 8.7 

 刈谷市 豊田市 西尾市 知立市 高浜市 

高齢者のいる世帯 29.2 34.5 43.8 29.5 31.6 

 高齢者単身世帯 7.8 6.9 8.0 7.8 7.2 

 夫婦のみの世帯※ 8.1 9.3 9.1 7.7 6.9 

資料：国勢調査（令和２年） ※夫婦ともに６５歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 

40.7
37.0

33.6

36.5
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29.2
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29.5 31.6
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10.5 9.7 8.3
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40
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国 愛知県 安城市 岡崎市 碧南市 刈谷市 豊田市 西尾市 知立市 高浜市

高齢者のいる世帯 高齢者単身世帯 夫婦のみの世帯※

(％)

高齢者のいる世帯 高齢者単身世帯 夫婦のみの世帯※
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住居の状況 

（１）住居の状況 

本市の持ち家率は６１.８％であり、全国、愛知県及び刈谷市、豊田市、知立市、高

浜市よりも高くなっています。また、６５歳以上のいる世帯での持ち家率は８５.１％

で一般世帯よりも高くなっています。 

 

住居の状況（一般世帯及び６５歳以上のいる世帯）            

（％） 

区分 全国 愛知県 安城市 岡崎市 碧南市 

持ち家 60.6 58.9 61.8 64.6 64.1 

 うち６５歳以上のいる世帯 81.9 80.6 85.1 86.9 87.3 

公営・公社等の借家 4.8 5.1 3.1 2.1 2.6 

 うち６５歳以上のいる世帯 6.4 7.4 4.6 3.2 3.2 

民間の借家 29.3 29.5 27.2 26.9 23.9 

 うち６５歳以上のいる世帯 10.4 10.9 9.4 8.8 8.2 

その他 5.4 6.6 7.9 6.4 9.5 

 うち６５歳以上のいる世帯 1.3 1.1 0.9 1.1 1.3 

  刈谷市 豊田市 西尾市 知立市 高浜市 

持ち家 54.9 60.1 71.9 52.0 59.7 

 うち６５歳以上のいる世帯 84.0 87.4 91.3 78.9 79.8 

公営・公社等の借家 2.0 3.6 2.5 6.2 5.3 

 うち６５歳以上のいる世帯 3.7 4.2 2.9 7.3 8.3 

民間の借家 31.4 25.1 17.6 33.9 26.4 

 うち６５歳以上のいる世帯 10.3 7.6 5.0 12.9 10.9 

その他 11.7 11.2 8.0 7.8 8.6 

 うち６５歳以上のいる世帯 1.9 0.8 0.7 0.9 1.0 

資料：国勢調査（令和２年） 

 

有料老人ホームとサービス付き高齢者向け住宅 

 平成 23 年 平成 26 年 平成 29 年 令和 2 年 令和 5 年 

有料老人

ホーム 

施設数（か所） 3 4 4 6 7 

部屋数（室） 197 249 249 299 329 

サービス

付き高齢

者向け住

宅 

施設数（か所） - 5 6 6 8 

部屋数（室） - 266 298 298 347 

（各年度末時点の施設数及び部屋数。但し、令和５年は５月１日現在） 

  

４ 
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ｎ=1,97268.4 9.3 15.5 6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

健康状態 

（１）アンケート結果より 

■主観的健康観（一般高齢者調査、若年者調査） 

『健康状態がよい』（「とてもよい」「まあよい」の計）人は、一般高齢者が７２.４％、

若年者が８６.３％となっています。一方、『健康状態がよくない』（「よくない」「あま

りよくない」の計）は、一般高齢者が２４.４％、若年者が１３.５％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

■介護・介助の必要性（一般高齢者調査） 

「介護・介助は必要ない」が６８.４％、「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受

けていない」が９.３％、「現在、何らかの介護を受けている（介護認定を受けずに家

族などの介護を受けている場合も含む）」が１５.５％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

  

５ 

一般高齢者

若年者

7.7 

19.4 

64.7 

66.9 

19.6 

11.4 

4.8 

2.1 

3.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答
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ｎ=1,972

階段を手すりや壁をつたわら
ずに昇っている

椅子に座った状態から何もつ
かまらずに立ち上がっている

15分くらい続けて歩いている

50.1 

63.3 

62.9 

18.2 

12.6 

18.2 

29.3 

22.0 

17.2 

2.5 

2.1 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

ｎ=1,972

過去１年間に転んだ経験 14.1 23.4 60.8 
1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もある １度ある ない 無回答

ｎ=1,972

転倒に対する不安 24.8 38.0 20.6 15.0 
1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても不安である やや不安である あまり不安でない

不安でない 無回答

 

■からだの動き（一般高齢者調査） 

からだを動かすことについて「できない」と回答した人は、「階段を手すりや壁をつ

たわらずに昇っている」で２９.３％、「椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち

上がっている」で２２.０％、「１５分くらい続けて歩いている」で１７.２％となって

います。 

過去１年間に転んだ経験が「何度もある」人は１４.１％となっています。『ある』

（「何度もある」「１度ある」の計）は３７.５％となっています。 

転倒に対する不安は、「やや不安である」（３８.０％）が最も高く、『不安である』

（「とても不安である」「やや不安である」の計）は６２.８％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 
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■食べること（一般高齢者調査） 

身長と体重からBMI値※を計算すると、「やせ」の状態であるBMI＝１８.５未満の人

は９.２％となっています。また、「肥満」の状態であるBMI＝２５.０以上の人は２１.

３％で、そのうちBMI＝３０.０以上の人は２.１％となっています。 

口腔機能について「はい」（半年前に比べて固いものが食べにくくなった）は４１.

６％となっています。 

歯の本数と入れ歯の利用状況は、「自分の歯は１９本以下、かつ入れ歯を利用」（３

６.７％）が最も高く、次いで「自分の歯は２０本以上、入れ歯の利用なし」（２９.６％）

となっています。 

誰かと食事をともにする機会は「毎日ある」（５９.５％）が最も高く、「ほとんどな

い」は１１.１％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年）  

BMI 9.2 63.4 19.2 

2.1 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.5未満 18.5以上25.0未満 25.0以上30.0未満 30.0以上 無回答

口腔機能 41.6 53.8 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

誰かと一緒に
食事

59.5 8.4 10.5 8.2 11.1 
2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある

ほとんどない 無回答

歯の数と入れ
歯の利用状況

16.3 29.6 36.7 12.0 5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答
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■聞くこと（一般高齢者調査、若年者調査） 

一般高齢者調査で、会話やテレビの音などが、うまく聞き取れる（「はい」）は３９.

７％となっています。 

若年者調査で、うまく聞き取れないと感じる（「はい」）は１２.７％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

（２）懇話会意見より 

 （通いの場への支援について）サロン実施者を巻き込んだ実施ができていないこと

が課題である。（安城地域リハビリネットワーク） 

 サロンへの参加者は同じ人が多いという現状がある。（安城地域リハビリネットワー

ク） 

 サロンでの介護予防活動のデータが蓄積されているが、そのデータをどう活用して

いくかが課題である。（安城地域リハビリネットワーク） 

 サロンにおける介護予防への新規参加者を増やしていくというところに目を向けて

いる地域は少ない。（安城地域リハビリネットワーク） 

 健康意識が高い方が参加しており、リスクが高い方に参加していただく形にはなっ

ていない。（安城地域リハビリネットワーク） 

 

 

 

 

 

  

 

一般高齢者/
 聞き取れる

若年者/
 聞き取れない

39.7 

12.7 

58.9 

87.1 

1.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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24.8 24.2 24.3 24.5 24.6

34.8
33.5

32.2 31.8 31.0

17.0 16.6
17.7 18.3 19.2

10

20

30

40

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

全体 男性 女性

（%）

社会参加 

 

（１）高齢者の就業状況 

本市の高齢者の就業状況をみると、６５歳以上の就業率は全体で２４.６％であり、

男女別では男性３１.０％、女性１９.２％です。年齢別では、６５～６９歳は全体で

４３.６％であり、他の年代と比べて高くなっています。また、平成１２年以降の推移

をみると、男性高齢者の就業率は低下傾向、女性高齢者の就業率は上昇傾向にありま

す。近隣市町村で比較すると、全国、愛知県及び、岡崎市、碧南市、豊田市、西尾市、

高浜市よりも低くなっています。 

 

高齢者の就業率                         （％） 

 高齢者計 65～69 歳 70～74 歳 75～79 歳 80～84 歳 85 歳以上 

全体 24.6 43.6 29.8 17.9 11.1 5.1 

男性 31.0 51.1 36.2 21.5 14.4 8.2 

女性 19.2 36.6 23.8 14.9 8.4 3.5 

資料：国勢調査（令和２年） 

高齢者の就業率の推移                      （％） 

 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年  

全体 24.8 24.2 24.3 24.5 24.6 

男性 34.8 33.5 32.2 31.8 31.0 

女性 17.0 16.6 17.7 18.3 19.2 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の就業率 国、県、他市町との比較                （％） 

 全国 愛知県 安城市 岡崎市 碧南市 刈谷市 豊田市 西尾市 知立市 高浜市 

全体 24.7 25.4 24.6 26.0 29.1 24.3 25.0 28.8 22.8 25.8 

男性 33.3 32.9 31.0 33.5 36.0 30.7 31.7 36.3 29.5 32.5 

女性 18.1 19.3 19.2 19.9 23.4 18.9 19.1 22.7 17.1 20.3 

資料：国勢調査（令和２年）  

６ 
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ｎ=1,972

一週間の外出の頻度 7.9 13.7 40.6 35.8 
2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 無回答

ｎ=1,972

昨年からの外出回数の減少 7.5 28.4 27.4 34.8 
1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても減っている 減っている あまり減っていない

減っていない 無回答

ｎ=1,972

外出を控えている 36.1 62.0 
1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

ｎ=1,972

自動車（自分で運転）

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

自転車

電車

路線バス

タクシー

歩行器・シルバーカー

病院や施設のバス

車いす

バイク

電動車いす（カート）

その他

無回答

54.1

42.7

35.5

24.3

11.2

7.8

7.5

6.8

2.0

1.7

1.2

0.9

1.5

2.6

0% 20% 40% 60%

（２）アンケート結果より 

■外出（一般高齢者調査） 

一週間の外出の頻度は、「週２～４回」（４０.６％）が最も高く、次いで「週５回以

上」（３５.８％）となっています。また、「ほとんど外出しない」は７.９％となってい

ます。 

昨年と比べた外出回数は、「減っていない」（３４.８％）が最も高く、『減っていな

い』（「減っていない」「あまり減っていない」の計）は６２.２％となっています。一

方、『減っている』（「とても減っている」「減っている」の計）は３５.９％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

外出する際の移動手段「自動車（自分で運転）」（５４.１％）が最も高く、次いで「徒

歩」（４２.７％）、「自動車（人に乗せてもらう）」（３５.５％）、「自転車」（２４.３％）、

「電車」（１１.２％）となっています。 
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資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

■余暇活動・社会活動（一般高齢者調査） 

一般高齢者の地域活動への参加頻度をみると、「趣味関係のグループ」や「収入のあ

る仕事」への参加が多く見られます。何らかの活動に週１回以上参加している人が約

４６％を占めていますが、いずれにも参加していない人が約３０％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

（３）懇話会意見より 

 移動手段の確保が困難。（保健福祉部会） 

 高齢者は役割を持ちたいと思っているが、持ちにくい状況にある。（保健福祉部会） 

 エレベーターがないなどの住宅事情により外出しなくなるというケースがある。（保

健福祉部会） 

 スマホを持っても、使い方がわからないので、支援してもらえると助かる。（保健福

祉部会） 

 市のサービス利用や手続き、防災関係、情報提供などにスマホを利用してみたいと

思う。（老人クラブ連合会） 

 老人会によっては、連絡手段として LINE を利用しているところもある。一斉に連絡

できるのでとても便利だと思う。（老人クラブ連合会） 

 

 

 

10.9

20.5

24.3

7.8

8.7

13.6

21.3

23.5

6.5

29.8

8.0

0 10 20 30 40

（１）ボランティアのグループ

（２）スポーツ関係のグループやクラブ

（３）趣味関係のグループ

（４）学習・教養サークル

（５）介護予防のための通いの場

（６）老人クラブ

（７）町内会・自治会

（８）収入のある仕事

（９）特技や経験を他者に伝える活動

いずれにも参加していない

無回答

(%)
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ｎ=1,972

筋力を維持・向上すること

腰や膝の痛みが改善すること

認知症の予防

食事・栄養を改善すること

噛む、飲み込むなど口腔機能が

改善すること

うつや閉じこもりの予防

その他

特にない

無回答

67.4

44.8

37.5

28.5

16.0

9.6

1.2

9.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80%

調査からみた高齢者像 

（１）アンケート結果より 

■介護予防のために取り組みたいこと（一般高齢者調査） 

介護予防のために取り組みたいこと「筋力を維持・向上すること」（６７.４％）が

最も高く、次いで「腰や膝の痛みが改善すること」（４４.８％）、「認知症の予防」（３

７.５％）、「食事・栄養を改善すること」（２８.５％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

■認知症について（一般高齢者調査） 

自身または家族で認知症の症状がある人がいるかどうかについては、「はい」が１２.

０％となっています。 

認知症に関する相談窓口の認知度を知っているは、「はい」が２６.１％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

  

７ 

自身や家族で認知
症の症状のある人

認知症に関する相
談窓口の認知度

12.0 

26.1 

83.8 

69.3 

4.2 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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ｎ=1,005

自分や配偶者が寝たきりや病気になった時のこと

生活費のこと

自分の健康のこと

配偶者に先立たれること

面倒を見てくれる身寄りがないこと

就労の機会が減ること

住宅のこと

適当な趣味がないこと

話し相手がいないこと

その他

特に不安は感じていない

無回答

57.4

40.1

24.9

21.8

9.9

4.1

3.8

3.7

2.4

2.5

4.2

3.5

0% 20% 40% 60%

■老後の不安（若年者調査） 

老後の不安は、「自分や配偶者が寝たきりや病気になった時のこと」（５７.４％）が

最も高く、「生活費のこと」（４０.１％）、「自分の健康のこと」（２４.９％）、「配偶者

に先立たれること」（２１.８％）となっています。また、「特に不安は感じていない」

は４.２％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

■医療・介護（一般高齢者調査、若年者調査） 

人生の最期を迎えたい場所は、一般高齢者と在宅介護者調査では「自宅」が最も高

く、若年者調査では「わからない」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

  

若年者調査 ｎ=1,005

一般高齢者調査 ｎ=1,972

在宅介護者調査 ｎ=1,083

37.2 

51.6 

53.9 

14.9 

14.0 

8.9 

4.3 

3.8 

4.4 

2.4 

0.9 

0.7 

40.1 

26.0 

28.5 

1.1 

3.6 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅 病院 介護施設 その他 わからない 無回答
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人生の最終段階の医療・介護について考えたことが「ある」人は、一般高齢者が５

５.７％、若年者調査が４２.３％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

■アドバンス・ケア・プランニング（ACP、愛称：人生会議）（一般高齢者調査、若年者

調査） 

アドバンス・ケア・プランニング（ACP、愛称：人生会議）の言葉の認知度（「よく

知っている」「聞いたことはある」の計）は、一般高齢者が２３.２％、若年者調査が

１６.１％となっています。一方、「まったく知らない」は、一般高齢者が７２.７％、

若年者調査が８３.０％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

  

若年者調査

一般高齢者調査

42.3 

55.7 

56.5 

39.7 

1.2 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答 あ

 

若年者調査

一般高齢者調査

3.2 

1.6 

12.9 

21.6 

83.0 

72.7 

0.9 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある まったく知らない 無回答
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アドバンス・ケア・プランニングについて、家族等や医療関係者と『話し合ったこ

とがある』（「詳しく話し合ったことがある」「一応、話し合ったことはある」の計）は、

在宅介護者が４２.１％、一般高齢者が３６.０％、若年者が２６.３％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

（２）懇話会意見より 

 話し相手や買い物の一部への支援など、日常生活におけるちょっとした支援が欲し

い。（保健福祉部会） 

 書類の整理や内容の理解が難しい。（保健福祉部会） 

 庭の手入れ、高いところでの作業などへの支援が欲しい。（保健福祉部会） 

若年者調査 ｎ=1,005

一般高齢者調査 ｎ=1,972

在宅介護者調査 ｎ=1,083

1.8 

2.5 

2.5 

24.5 

33.5 

39.6 

72.7 

60.4 

53.0 

1.0 

3.6 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

詳しく話し合ったことがある 一応、話し合ったことがある

まったく話し合ったことがない 無回答
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ｎ=1,08376.2 18.5 5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した 利用していない 無回答

介護保険サービスの利用状況とニーズ 

（１）アンケート結果より 

■在宅の要介護者の介護保険サービスの利用状況と利用意向（在宅介護者調査） 

１か月間の介護保険サービス利用の有無については、「利用した」が７６.２％、「利

用していない」が１８.５％となっています。 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

介護保険サービス別の利用状況については、『利用した』（利用回数・日数のある選

択肢の回答率の合計）が最も高いのは「通所介護」で６４.４％となっています。次い

で「ショートステイ」（３０.５％）、「訪問看護」（１９.９％）、「通所リハビリテーシ

ョン」（１７.４％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

  

８ 

64.4

30.5

19.9

17.4

14.8

13.7

12.9

10.7

7.9

3.4

2.4

1.9

0 20 40 60 80

通所介護

ショートステイ

訪問看護

通所リハビリテーション

訪問介護

訪問リハビリテーション

訪問入浴介護

居宅療養管理指導

定期巡回・随時対応型…

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型…

夜間対応型訪問介護

(％)
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ｎ=825ｎ=825

3.4 

28.0 59.3 

1.0 

4.4 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大幅に利用回数を増やしたい もう少し利用回数を増やしたい

現在の利用回数で十分である もう少し利用回数を減らしたい

大幅に利用回数を減らしたい その他

無回答

ｎ=1,083

介護老人福祉施設（特養）やグ

ループホームなどの介護保険施設

短期入所生活介護・短期入所療養

介護（ショートステイ）

福祉用具貸与・購入費支給

通所介護（デイサービス）

小規模多機能型居宅介護

・看護小規模多機能型居宅介護

住宅改修費支給

訪問入浴介護

通所リハビリテーション（デイケ

ア）

訪問リハビリテーション

訪問看護

訪問介護（ホームヘルプサービ

ス）

居宅療養管理指導

特にない（いままでどおりでよ

い）

無回答

18.7

18.3

11.9

8.9

7.0

6.6

6.0

5.5

4.5

4.2

3.8

1.7

37.6

7.8

0% 10% 20% 30% 40%

新たに利用したい介護保険サービスは、「特にない（いままでどおりでよい）」（３

７.６％）が最も高くなっています。利用したいサービスとしては、「介護老人福祉施

設やグループホームなどの介護保険施設」（１８.７％）が最も高く、次いで「短期入

所生活介護・短期入所療養介護（ショートステイ）」（１８.３％）、「福祉用具貸与・

購入費支給」（１１.９％）、「通所介護（デイサービス）」（８.９％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の介護保険サービスの利用意向については、「現在の利用回数で十分である」

（５９.３％）が最も高く、次いで「もう少し利用回数を増やしたい」（２８.０％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 
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ｎ=1,005

3.9 

52.5 26.5 15.6 
1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく家族のみで、自宅で介護したい

介護保険サービスや福祉サービスを活用しながら自宅で介護したい

老人ホームや病院などに入所（入院）させたい

わからない

無回答

■家族等に受けさせたい介護（若年者調査） 

家族等に介護が必要となった際、「介護保険制度のサービス（ホームヘルパー等）

や福祉サービスを活用しながら自宅で介護したい」（５２.５％）が最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢者介護に関するアンケート調査（令和４年） 

 

 

（２）懇話会意見より 

 認定の結果が遅く、希望するサービスや適したサービスが利用できない現状がある。

（保健福祉部会） 

 デイサービスの撤退が相次いでおり、思うように利用できない。（保健福祉部会） 

 慢性的に介護人材が不足している。（グループホーム事業所代表） 

 夜勤ができる人材が不足している。（グループホーム事業所代表）（特別養護老人ホ

ーム及び老人保健施設事業所代表） 

 管理職ができる人材がいない。（グループホーム事業所代表） 

 職員による紹介制度があるが活用されていない。（特別養護老人ホーム及び老人保健

施設事業所代表） 

 職員が定着しないという問題がある。（特別養護老人ホーム及び老人保健施設事業所

代表） 
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第３章：基本理念・基本目標 

基本理念 

 

市民一人ひとりが生活の豊かさとともに幸せを実感できるまちを目指すと同時に、 

 

◆ 市民が自助努力していく観点から「生きがい」 

◆ 市民・地域が共助する社会の構築に向け「ふれあい」 

◆ 行政が公助のシステムを責任を持って構築する「安心」 

 

これらの「生きがい」「ふれあい」「安心」をキーワードとし、プライバシーや個人

の尊厳が保たれ、健康で、生きがいを持って住み慣れた地域で安心して暮らし、さら

に、自らの能力や経験を活かし、地域や近隣とのふれあいを深められるような活力あ

る地域社会の実現を目指します。そして、一人ひとりが適切な支援を受け、住み慣れ

た地域で暮らし続けることができるよう、「医療」「介護」「予防」「住まい」「生活支援」

が一体的に提供され、地域住民主体の見守り・健康づくり・生活支援といった支え合

い活動を専門職、社協、市等の関係者が連携し、一緒に取り組む『安城市版地域包括

ケアシステム』を推進していきます。 

こうした考え方を踏まえ、この計画の基本理念を次のように掲げます。 

 

 

＜基本理念＞ 

 

健康で、生きがい・ふれあい・安心を育むまち 

 

  

１ 

基本理念 



資料２ 

31 

 

基本目標 

 

※赤文字は、プラン９の表現を変更または追加した箇所です。 

 

（１）健康と生きがいづくり、介護予防の推進 

介護予防・日常生活支援総合事業を推進し、高齢者等が要介護状態等となることを

予防します。同時に、若い時期から健康づくりに関心を持って取り組むことができる

よう支援するとともに、生涯学習やスポーツ、社会参加等による生きがいづくりを支

援し、健康づくりや介護予防につなげます。 

 

1-1 介護予防と生活支援の充実 

・多様な介護予防・生活支援サービスの推進 

・介護予防への関心を高め、参加や取り組みを促す 

・社会参加を通じて高齢者の生きがいを高める 

1-2 健康づくりの推進 

・１人ひとりの意識を高め、健康づくりの実践を促す 

・若い時期からのフレイル予防を推進する 

１-３ 生きがいづくりの支援 

・教養の向上や趣味・スポーツ等に取り組み、健康や生きがいにつなげる 

 

（２）地域でふれあい、安心して生活できるまちづくりの推進 

高齢者が、住み慣れた地域で安心して生活を継続できるよう、住民主体の地域福祉

活動や在宅生活への支援、高齢者に適した住まいの整備、災害や犯罪等から高齢者を

守る取り組み等を進めます。また、認知症施策、家族介護者への支援、医療と介護の

連携、権利擁護、多様な相談に応じる体制の充実を進め、地域での生活の継続を支援

します。 

 

２-１ 住民主体の地域福祉活動の支援 

  ・地域におけるつながりを深め、安心して暮らせるよう、地域福祉活動を支援 

2-2 在宅生活の支援 

・介護保険サービス等では対応が困難なニーズに対応し、高齢者が地域で自立

した生活を送れるよう支援する 

・高齢者に適した住宅等の整備を促進する 

・防災・減災対策の充実 

・高齢者を狙った犯罪被害の防止、交通事故の防止等 

 

２ 
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2-3 認知症施策の推進 

・認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるまちをつくる 

2-4 介護者に対する支援 

・介護者の負担を軽減する 

・家庭における複合的な課題に対応できる相談体制を強化する 

2-5 医療と介護連携の推進 

・在宅医療・介護を切れ目なく提供できる体制を強化する 

2-6 権利擁護等 

・権利擁護の観点から支援が必要な高齢者を適切に支援する 

 

（３）介護保険サービスの質の向上と制度の円滑な運用 

介護が必要な状態となっても、可能な限り住み慣れた地域や自宅でその人らしい生

活を送ることができるよう、中学校区で設定した８つの日常生活圏域を考慮したうえ

で、介護保険サービス基盤の整備を進めます。近年、人材の不足が問題視されている

介護人材の確保や離職防止に努めるとともに、介護保険制度の持続可能性の確保の観

点から、介護給付等費用適正化事業等に取り組みます。 

また、介護保険制度の円滑な運用をめざして、事業者への情報提供を行うとともに、

計画に基づく取り組みの成果の評価を行います。 

 

3-1 介護人材の確保・離職防止 

・介護人材を確保し、専門性の向上をめざす 

・介護現場の業務効率化と職場環境の改善を支援する 

3-2 的確で質の高いサービスの提供 

・不正・不適切なサービス事例を改善し、的確なサービス提供を実現する 

・介護サービスが必要な人への適切な利用を促進する 

・ケアマネジメントの質を高める 

3-3 介護保険事業の円滑な運営 

・事業者への情報提供などにより介護保険事業の円滑な運営を実現する 

・会議等を設置し、計画の進捗状況や介護保険事業の運営状況を協議する 

3-4 保険者機能の強化 

・各種データ実績等を用いて取り組みの成果を評価して計画の進行状況を評価し、

今後の事業等に生かす 

・市の方針等を各事業者に伝え、介護保険サービスの質の向上と制度の円滑な運

用を図る 
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計画の体系（案） 

 

※赤文字は、第８期の表現を変更または追加した箇所、（ ）内は第８期における施策番号 

※重点施策には、重点欄に記載しています。 

 

１ 

健康と生きが

いづくり、介護

予防の推進 

重点 施策 

 １－１ 介護予防と生活支援の充実（１-１）（１-５） 

 １－２ 健康づくりの推進（２-２） 

 １－３ 生きがいづくりの支援（２-３） 

 

２ 

地域でふれあ

い、安心して生

活できるまち

づくりの推進 

重点 施策 

 ２－１ 住民主体の地域福祉活動の支援（２-１） 

 ２－２ 在宅生活の支援（２-４）（２-５）(２-６) 

 ２－３ 認知症施策の推進（１-２） 

 ２－４ 介護者に対する支援（１-３）(新) 

 ２－５ 医療と介護連携の推進（１-４） 

 ２－６ 権利擁護等（１-６） 

 

 

重点施策の取組み 

あんジョイプラン１０において、重点的に取り組む施策を定め、事業の推進を図ります。 

 

重点施策１ 

理由：現状分析より・・ 

該当の個別事業・・ 

 

重点施策２ 

理由：現状分析より・・ 

該当の個別事業・・ 

 

重点施策３ 

理由：現状分析より・・ 

該当の個別事業・・ 

 

３ 

介護保険サー

ビスの質の向

上と制度の円

滑な運用 

重点 施策 

 ３－１ 介護人材の確保・離職防止（３-１） 

 ３－２ 的確で質の高いサービスの提供（３-２） 

 ３－３ 介護保険事業の円滑な運営（３-３） 

 ３－４ 保険者機能の強化（新） 

３ 
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第４章 施策・個別事業 

１ 健康と生きがいづくり、介護予防の推進 

介護予防と生活支援の充実 

 

 

 

 多様な実施主体による介護予防・生活支援サービスの提供体制を構築し、生活支援ニ

ーズの増加に対応するとともに、高齢者が社会参加の機会や社会的役割を持つこと

で生きがいを感じ、介護予防につながるよう、支援体制の充実を図ります。 

 

 

 

 地域の支え合い体制を基盤としたサービス提供体制の整備と、介護予防ケアマネジ

メント能力の向上を両輪とし、介護予防・日常生活支援総合事業を推進します。 

 介護予防アセスメントへのリハビリ専門職（理学療法士、作業療法士等）の関与の促

進とともに、地域包括支援センターにおけるプランナーの人材確保等を進め、アセス

メントの質の向上を図ります。 

 介護保険サービスに限定したケアマネジメントではなく、多様な資源の組み合わせ

や発掘、あるいは新規開発も含めて、その人に必要な支援を考えるケアマネジメント

を推進します。 
 

 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-９ 

地域リハビリテ

ーション活動支

援事業 

地域の介護予防活動の担い手の育成や

支援を必要とする人への対応力の向

上、介護予防の取組みを強化するため、

住民主体の「通いの場」へのリハビリ専

門職等による助言を実施します。 

また、高齢者の自立した生活を実現す

るため、地域包括支援センターが介護

予防アセスメントをする際にリハビリ

専門職が同行訪問し、適切なアセスメ

ント、目標設定等を支援します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

地域リハビリテ

ーション活動支

援 事 業 実 施 数

（回） 

１２９回 １３０回  

施策の目的 

施策内容 

主な個別事業 

１－１ 
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No. 事業名 内容 関係課 

１-１-１１ 

生活支援サービ

スの体制整備 

生活支援コーディネーターを中心に、

日常生活圏域において生活支援ネット

ワーク会議を開催して高齢者の生活ニ

ーズ等を協議し、地域資源の発掘と介

護予防・生活支援サービスの創出を行

います。 

市域全体の生活支援体制を推進するた

め、「あんじょうコミュニティＥＸＰ

Ｏ」を開催し高齢者、地域のニーズと民

間企業等のサービスのマッチングや新

たなサービスの創出を推進します。 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

認定者、事業対象

者を主な対象と

した住民活動（団

体数） 

１１団体 １２団体  
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健康づくりの推進 

 

 

 

 心身の健康を維持していきいきとした生活を送るために、社会全体で相互に支え合

い、市民一人ひとりの健康に対する意識の向上と健康づくりの実践を推進します。 

 

 

 

 各種健康診査の受診を働きかけ、市民一人ひとりの自身の健康状態への気づきを促

し、健康づくりの実践を支援します。 

 高齢者の個別的支援と「通いの場」等への関与を両輪で取り組み、保健事業と介護予

防の一体的な実施を図ります。 
 

 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-２-１ 

後期高齢者医療

健康診査・特定

健康診査 

生活習慣病等の疾病予防を目的とした

健康診査を実施します。 

【対象】後期高齢者医療健康診査：後期

高齢者医療制度加入者、特定健康診査：

４０～７４歳の安城市国民健康保険加

入者 

国保年金課 

健康推進課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

後期高齢者医療

健康診査実施率

（％） 

４４．５％ ４５．１％  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-２-２ 

高齢者の保健事

業と介護予防の

一体的な実施 

医療・健診・介護等のデータを活用した

地域の健康課題の分析に基づき、個別

的支援（ハイリスクアプローチ）と通い

の場への積極的な関与（ポピュレーシ

ョンアプローチ）を行い、後期高齢者の

保健事業と介護予防事業について、一

体的に実施します。 

既存の「介護予防把握事業」（１-１-６）

と「地域介護予防活動支援事業」（１-１

-８）と連携して実施します。 

国保年金課 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

健康推進課 

 

 

 

 

 

 

施策の目的 

施策内容 

１－２ 

主な個別事業 
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No. 事業名 内容 関係課 

１-２-３ 

健康相談 健康上の不安や生活習慣改善等の相談

に応じる保健相談と、栄養や食生活改

善のための栄養相談を行っています。

こころの悩みがある家族への接し方に

困っている市民に対し、「家族のための

こころホッと相談日」を設けています。 

健康推進課 
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生きがいづくりの支援 

 

 

 

 高齢者が、趣味、スポーツ、教養等にいきいきと取り組むことができるよう支援し、

健康づくりや生きがいづくりにつなげます。また、高齢者が持つ豊富な経験、知識、

技能を活かして、地域社会の活性化や地域課題への対応に取り組みます。 

 

 

 

 高齢者の生涯学習活動の機会について、効果的な周知方法や学習ニーズに応じたテ

ーマや開催形態、指導者の育成を検討し、生涯学習活動を促進します。また、講座等

の終了後に高齢者の自主的な活動につながるよう、参加者・利用者の関係づくりや活

動に対する支援を進めます。 

 高齢者が「支える側」として活躍できる場を創出し、高齢者の生きがいづくりを図る

ことにより、地域社会の活性化を目指します。 

 高齢者がスマートフォン等を活用して社会参加の機会が増えるよう支援します。 
 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-４ 

高齢者社会参加

促進事業 

あんくるバスの乗車料金相当額を助成

して無料とすることにより、社会参加

を促進します。 

【対象】７５歳以上の高齢者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

あんくるバス後

期高齢者月平均

利用者数（人） 

１１，４９４人 １３，４５５人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-９ 

シルバーカレッ

ジ 

幅広いカリキュラムで２年間（年間２

３回程度）の連続講座を開催します。 

【対象】６０歳以上の市民 

生涯学習課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

シルバーカレッ

ジのクラス数

（クラス） 

２クラス ２クラス  

  

施策の目的 

施策内容 

１－３ 

主な個別事業 
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No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１０ 

地域における高

齢者スポーツの

推進 

スポーツをすることで、現在の健康を

保持・増進することを目的として、「高

齢者向けスクール」「歩け・ランニング

運動」「おはよう！ふれあいラジオ体操

会」等の事業を実施します。 

スポーツ課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者向けスク

ールの参加者数

（人） 

９３人 ９１人  

歩け・ランニン

グ運動の参加者

数（人） 

６，８４６人 ７，０４５人  

おはよう！ふれ

あいラジオ体操

会の参加者数

（人） 

９，５０６人 １５，３９１人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１４ 

スマホ講座の開

催等によるデジ

タル活用支援の

実施 

高齢者をはじめとした誰もがデジタル

機器・サービスを活用（デジタル活用）

することで、多様な価値観やライフス

タイルを持ちつつ豊かな人生を享受で

きるよう、スマホ講習会・相談会の開催

やガイドブックの作成によりデジタル

活用に向けた支援を実施します。 

経営情報課 
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２ 地域でふれあい、安心して生活できるまちづくりの推進 

住民主体の地域福祉活動の支援 

 

 

 

 住み慣れた地域で安心して生活ができるよう、住民主体の地域福祉活動を支援し、地

域における人のつながりや支え合いの深化を図ります。 

 

 

 

 町内福祉委員会による、町内福祉活動計画に基づく活動を支援します。 

 地域のふれあい、人のつながりを感じられる地域活動を推進します。 
 

 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-３ 

地域見守り活動

の推進 

安心して暮らせる地域づくりを進める

ため、町内福祉委員会を中心とした近

隣住民による見守り活動の推進を図り

ます。 

社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-４ 

サロンの開催支

援 

地域住民相互の交流や仲間づくり、介

護予防、地域での見守り活動の推進の

ため、町内福祉委員会及び地域ボラン

ティアグループによる身近な地域での

サロン等の開催を支援します。 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

月１回以上開催

のサロン数 
１９５団体 ２０７団体  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-６ 

高齢者見守り事

業者ネットワー

ク事業 

市、社協、協力事業者が相互に連携を図

り、協力事業者が通常の事業活動の中

で異変のある高齢者及び支援を必要と

する高齢者を早期に発見するなど、地

域社会全体で高齢者を見守る体制を構

築します。 

高齢福祉課 

 

 

  

施策の目的 

施策内容 

２－１ 

主な個別事業 
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在宅生活の支援 

 

 

 

 高齢者が住み慣れた地域で安全・安心に自立した日常生活を送ることができるよう、

きめ細かな在宅支援サービスの提供、高齢者に適した住宅等の整備に取り組み、在宅

生活の支援の充実を図ります。 

 

 

 

 ひとり暮らし高齢者等に対する各種サービス内容の検証を行い、継続的かつ効果的

な在宅生活支援サービスの提供を図ります。 

 公民連携等による移動支援体制の充実を図り、外出支援サービスにより高齢者の在

宅生活の機能向上を支援します。 

 高齢者が多様な住み方を選択できるよう、住宅・福祉・介護関係者で住まいに関する

取り組みを検討します。 
 

 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１ 

高齢者外出支援

サービス事業 

・一般タクシーの利用料金の一部を助

成します。 

【対象】要介護又は要支援で通常の自

動車に乗れない在宅高齢者 

・車椅子用昇降機やストレッチャー用

昇降機を装備したタクシーの利用料金

の一部を助成します。 

【対象】要介護１以上で、通常の自動車

に乗れない在宅高齢者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者外出支援

サービス事業  

利用者数（人） 

８０６人 ８６４人  

 

 

 

 

  

施策の目的 

施策内容 

２－２ 

主な個別事業 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２３ 

防犯啓発活動の

推進 

高齢者を対象とした防犯教室を開催す

るとともに、防犯ボランティアリーダ

ーによる地域での啓発活動により、高

齢者に様々な防犯活動への参加の機会

を提供します。 

市民安全課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者対象の防

犯教室の参加者

数（人） 

４４０人 ９３４人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２４ 

交通安全啓発活

動の推進 

高齢者を対象とした交通安全教室を開

催するとともに、交通安全リーダー及

び各老人クラブ会員の希望者を対象と

した交通安全研修会を開催することに

より、交通安全意識の高揚を図り、交通

事故撲滅を図ります。 

市民安全課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

交通安全教室参

加者数（人） 
４２５人 ５３５人  

交通安全研修会

参加者数（人） 
２７人 ９５人  
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認知症施策の推進 

 

 

 

 認知症の人とその家族の視点を重視しながら、認知症になっても住み慣れた地域で

安心して暮らせるまちづくりを行います。 

 

 

 

 「認知症サポーター養成講座」及び「ステップアップ講座」を実施するとともに、講

座開催後の地域支援活動につなげる仕組み「チームオレンジ」を充実します。 
 

 
 
 

No. 事業名 内容 関係課 

２-３-３ 

認知症サポータ

ーの養成と活用 

キャラバン・メイト養成研修修了者が、

地域や職域の集まり、学校、児童クラブ

等に出向き認知症サポーター養成講座

を開催します。また、「チームオレンジ」

の整備に向けて、認知症サポーターに

「ステップアップ講座」を開催し、支え

手として地域における活躍の場をつく

ります。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

認知症サポータ

ー養成講座（回） 
１１回 ２３回  

認知症サポータ

ーステップアッ

プ講座修了者数

（累計：人） 

９７人 １１５人  

 

 

  

施策の目的 

施策内容 

２－３ 

主な個別事業 
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介護者に対する支援 

 

 

 

 地域での支え合いや家庭での温かい介護につながるよう、介護者の身体的・精神的・

経済的負担の軽減に取り組むとともに、家庭における複合的な課題に対応できる相

談体制を強化し、介護者に対する支援と要介護者の在宅生活の継続や質の向上を図

ります。 

 

 

 

 家族介護者に対する助成・手当について、民生委員及びケアマネジャーと連携し、申

請方法を含めた事業内容の周知を行います。 

 介護の分野だけでは対応が困難な複合的な課題を持つ家庭に対し、包括的に相談支

援を行える体制を整備します。 

 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

２-４-１ 

在宅ねたきり高

齢者等介護人手

当事業 

在宅ねたきり高齢者等を介護している

人の労をねぎらうために、介護人手当

を支給します。 

【対象】市内居住の６５歳以上で３か

月以上ねたきり又は同程度の介護を要

する認知症状態が続いている人を介護

している人 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-４-３ 

介護者のつどい

（家族介護支援

事業） 

介護者が日ごろの悩みや不安を相談す

るとともに、レクリエーションや講座

等を行い、お互いの情報交換や仲間づ

くりの場を提供します。 

社会福祉協

議会 

 

 

  

施策の目的 

施策内容 

２－４ 

主な個別事業 
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医療と介護連携の推進 

 

 

 

 医療と介護のニーズを併せ持つ高齢者を地域で支えていくため、医師、歯科医師、薬

剤師、看護師、リハビリ専門職、介護専門職が協働し、在宅医療・介護を切れ目なく

提供できる体制を強化します。 

 

 

 

 在宅医療・介護の提供体制の充実を図り、看取り体制の強化や ACP の理解促進を目

的とした研修等により、医療・介護・福祉の専門職など多職種のさらなる連携を図る

とともに、ガイドブックの配布等により市民へ周知啓発します。 

 病院、医師会等の医療関係団体及び介護事業所と連携を強化し、防災や感染症対策に

ついての周知啓発、研修の開催、ICT を活用した会議の実施を推進し、在宅医療に関

する相談業務や切れ目のない在宅医療を目指して取り組みを進めます。 

 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

２-５-２ 

看取り体制構築

のための研修と

市民啓発 

看取り体制の構築のため、専門職にお

ける ACP の理解や取り組み方法、情報

の共有等の体制を構築します。また、市

民にガイドブック等を配布し、ACP に取

り組めるよう支援します。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-５-３ 

ICT を活用した

情報連携 

「サルビー見守りネット」を活用した

情報連携のほか、オンライン会議を活

用した入院・退院カンファレンスやサ

ービス担当者会議を実施できる体制整

備を推進します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

サルビー見守り

ネット登録療養

者数（人） 

４６０人 ６１４人  

 

 

  

施策の目的 

施策内容 

２－５ 

主な個別事業 
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権利擁護等 

 

 

 

 虐待や認知症等により、権利擁護の観点から支援が必要な高齢者に対して、適正な支

援を行います。 

 

 

 

 地域包括支援センターが関係機関と連携して高齢者への虐待を防止するとともに、

介護者の負担等を軽減するための助言や援助を行います。 

 成年後見制度利用支援事業を実施するとともに、「安城市成年後見制度利用促進計画」

に基づき支援体制等の整備等に取り組み、成年後見制度等の利用を促進します。 
 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

２-６-３ 

成年後見制度利

用支援事業（市

長申立て） 

特別の理由がある場合に限り、親族に

代わり市長が成年後見制度（法定後見

制度）の利用の申立てを行います。ま

た、成年後見人等への報酬を支払うこ

とが困難である生活保護受給者等に対

し、報酬分を助成します。 

【対象】６５歳以上で認知症、知的障

害、精神障害等により判断能力が不十

分なため、申立てを行うことが困難で

あり、かつ親族等がいない人 

障害福祉課 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-６-４ 

成年後見支援事

業（相談支援、

啓発及び法人後

見事業） 

認知症、知的障害、精神障害等によって

判断能力の不十分な人の権利を守るた

めの成年後見制度を市民に広く周知す

るとともに、制度に関する相談や助言

を行います。社協に中核機関事業を委

託し、成年後見制度の利用促進を図り

ます。また、家庭裁判所の審判に基づ

き、社協が法人として後見業務を行い

ます。 

社会福祉協

議会 

障害福祉課 

高齢福祉課 

 

  

施策の目的 

施策内容 

２－６ 

主な個別事業 
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３ 介護保険サービスの質の向上と制度の円滑な運用 

介護人材の確保・離職防止 

 

 

 

 介護人材を広く確保し、専門性の向上をめざすとともに、介護現場の業務効率化と職

場環境の改善を支援し、離職防止に取り組みます。 

 

 

 

 県や介護サービス事業所等と連携し、多様な介護人材の確保・育成に取り組みます。 

 介護職員へのハラスメント防止に関するセミナーの実施等により、職場環境の改善

を図ります。 

 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

３-１-４ 

介護関連資格取

得等補助 

介護関連資格取得等にかかる経費に対

し、補助金を交付することにより、職員

のキャリアアップを支援します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

介護関連資格取

得補助事業交付

件数（件） 

２件 ７件  

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-１-５ 
介護人材確保補

助 

介護人材確保のため・・補助支援を行い

ます。 
高齢福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策の目的 

施策内容 

３－１ 

主な個別事業 
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的確で質の高いサービスの提供 

 

 

 

 介護保険制度への信頼性を高め、持続可能性を確保するため、介護サービス提供事業

者に対して不正・不適切な介護サービス事例について改善を求め、的確で質の高いサ

ービスの提供を図ります。また、必要とする人に適切な介護サービスが提供されるよ

う、サービス利用の促進を図ります。 

 

 

 

 「愛知県介護給付適正化計画」に基づき、介護給付適正化事業に取り組みます。 

 介護事業所に対して適切に実施指導を行います。 

 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

３-２-１ 

介護給付等費用

適正化事業 

主要事業と位置づけられた「認定調査

状況チェック」「ケアプランチェック」

「住宅改修等の点検」「医療情報との突

合・縦覧点検」「介護給付費通知」を行

います。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

ケアプランチェ

ック実施事業者

数（か所／年） 

６か所 １１か所  

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-２-２ 

介護サービス事

業者等への指

導・監督 

市が保険者として制度説明等を行う集

団指導だけでなく、介護報酬請求につ

いて指導する運営指導を行います。ま

た、指定基準違反や不正請求の疑いが

認められる場合は、監査を行います。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

介護サービス事

業者等への運営

指導数（件） 

１４件 ３８件  

 

施策の目的 

施策内容 

３－２ 

主な個別事業 
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介護保険事業の円滑な運営 

 

 

 

 本計画の進捗管理や介護保険事業の運営状況について、介護保険・地域包括支援セン

ター運営協議会、地域密着型サービス運営委員会において協議し、介護保険事業の効

果的かつ効率的な運営や事業所提供サービスの質の向上を図ります。 

 

 

 

 介護保険・地域包括支援センター運営協議会において、本計画の進捗管理を毎年実施

します。 

 

 地域密着型サービス運営委員会において、事業者の運営評価を行います。 

 文書の簡素化・標準化の取り組み、ICT 等の活用方策の検討等により、介護分野の文

書に係る介護サービス事業者の負担軽減を図ります。 

 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

３-３-１ 

介護保険・地域

包括支援センタ

ー運営協議会 

介護保険の運営状況、あんジョイプラ

ンの進捗管理、地域包括支援センター

の運営に関して協議します。 

高齢福祉課 

 

 

  

施策の目的 

施策内容 

３－３ 

主な個別事業 
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保険者機能の強化 

 

 

 

 各種データ実績を用いた取り組みの成果の評価等により本計画の進行状況を評価し、

今後の事業等に生かします。 

 市の方針を各事業者に伝え、介護保険サービスの質の向上と制度の円滑な運用を図

ります。 

 

 

 

 計画の目標数値に対する実績値を定期的に把握し、計画値と乖離している部分の要

因を考察します。 

 地域包括ケア、「見える化」システム等を活用して現状把握と地域分析を行い、市の

介護保険事業の課題や改善点を把握し、市のホームページを通じて公表します。 

 自立支援・重度化防止等に資するケアマネジメントに関して市で定めた基本方針を

地域包括支援センターやサービス提供事業者に周知します。 

 

 

 
 

No. 事業名 内容 関係課 

３-４-１ 
あんジョイプラ

ン進捗状況管理 

毎年度実績値を把握し、計画値と乖離

している部分の要因を考察する。 
高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-４-２ 

介護保険事業の

改善報告事業 

「見える化」システムを活用して、現状

把握と地域分析を行い、介護保険事業

の課題や改善点を把握し、市のホーム

ページを通じて公表する。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-４-３ 

基本方針の周知

啓発事業 

 

高齢者の自立支援、重度化防止等に資

することを目的としてケアマネジメン

トが行われるよう、安城市におけるケ

アマネジメントに関する基本方針を示

し、介護保険制度の根幹であるケアマ

ネジメントのあり方を保険者と介護支

援専門員で共有し、より良い介護保険

事業の運営を目指す。 

高齢福祉課 

 

施策の目的 

施策内容 

３－４ 

主な個別事業 
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４ 個別事業一覧 
   ※主な個別事業は、項目名の部分を紺色にしています。 

 

１ 健康と生きがいづくり、介護予防の推進 

１－１ 介護予防と生活支援の充実 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-１ 

訪問型サービス

事業 

要支援認定者及び事業対象者に、ホー

ムヘルパー、地域住民やボランティア

が自宅を訪問して、日常生活での生活

援助等のサービスを提供します。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-２ 

通所型サービス

事業 

要支援認定者及び事業対象者に、通所

型サービス事業者や住民団体で開催す

る「通いの場」等で生活機能の向上を目

指したサービスを提供します。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-３ 

短期集中型介護

予防サービス 

日常生活に支障のある生活行為を改善

し、介護予防に取り組めるようリハビ

リの専門職が３か月～６か月の短期間

に集中して支援します。なお、効果を高

めるため、サービス終了時に地域の「通

いの場」につなげるなど活動的な生活

を送れるよう、地域包括支援センター、

生活支援コーディネーターと連携し実

施します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

短期集中型介護

予防サービス利

用者実人数（人） 

９３人 １００人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-４ 

介護予防ケアマ

ネジメント 

地域包括支援センターが要支援認定者

及び事業対象者に対して、総合事業に

よるサービス等が適切に提供できるよ

うに、自立支援の視点によるアセスメ

ントやケアプランの作成等ケアマネジ

メントを行います。 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

１-１-５ 

自立支援サポー

ト会議～みんな

でもう一歩～ 

よくあるプランのケース検討を多職種

で行うことにより、自立型ケアマネジ

メントの強化と多職種の視点によるケ

アの質の向上を目指します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

自立支援サポー

ト会議での会議

の件数（件） 

１０件 １０件 ８件 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-６ 

介護予防把握事

業 

市や地域包括支援センター等で収集し

た情報（KDB データ、基本チェックリス

ト等）を活用して、閉じこもり等の何ら

かの支援を要する人を把握し、介護予

防活動へつなげます。 

また、「通いの場」等において、保健師・

リハビリ専門職等によるフレイルチェ

ック等を実施します。 

高齢福祉課 

国保年金課 

健康推進課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-７ 

介護予防普及啓

発事業 

老人クラブや町内会等に保健師等を派

遣し、介護予防、フレイル予防、健康に

関する講話を実施することで、健康に

関する正しい知識の普及と介護予防に

対する意識の高揚を図ります。 

また、広報紙やパンフレットを活用し

た啓発も行います。 

高齢福祉課 

健康推進課 
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No. 事業名 内容 関係課 

１-１-８ 

地域介護予防活

動支援事業 

すべての福祉センターにおいて介護予

防講座（すっきり・しゃっきり健康教室

等）を開催します。町内公民館等に体操

講師等を派遣し、町内健康体操教室に

より筋力維持向上のための体操や認知

症予防のための指導等を行い、健康づ

くりへの意識高揚を図り、要介護状態

等になることを予防します。 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

町内健康体操教

室実施か所数

（か所） 

５６か所 ５９か所  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-９ 

地域リハビリテ

ーション活動支

援事業 

地域の介護予防活動の担い手の育成や

支援を必要とする人への対応力の向

上、介護予防の取組みを強化するため、

住民主体の「通いの場」へのリハビリ専

門職等による助言を実施します。 

また、高齢者の自立した生活を実現す

るため、地域包括支援センターが介護

予防アセスメントをする際にリハビリ

専門職が同行訪問し、適切なアセスメ

ント、目標設定等を支援します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

地域リハビリテ

ーション活動支

援事業実施数

（回） 

１２９回 １３０回  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-１０ 

地域ケア会議 「地域ケア個別会議」「地域ケア地区会

議」「地域ケア推進会議」を通じて、地

域の課題の把握と解決策を行政施策に

反映できるシステムを市内全域で展開

します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

地域ケア個別会

議の開催回数

（回） 

（困難ケース解決型） 

１０２回 
８５回 ９０回 

（自立支援検討型） 

９２回 
１１３回 １２０回 
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No. 事業名 内容 関係課 

１-１-１１ 

生活支援サービ

スの体制整備 

生活支援コーディネーターを中心に、

日常生活圏域において生活支援ネット

ワーク会議を開催して高齢者の生活ニ

ーズ等を協議し、地域資源の発掘と介

護予防・生活支援サービスの創出を行

います。 

市域全体の生活支援体制を推進するた

め、「あんじょうコミュニティＥＸＰ

Ｏ」を開催し高齢者、地域のニーズと民

間企業等のサービスのマッチングや新

たなサービスの創出を推進します。 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

認定者、事業対

象者を主な対象

とした住民活動

（団体） 

１１団体 １２団体  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-１２ 

あんジョイ生活

サポーター養成

研修事業 

高齢者の特性や生活援助方法等を学ぶ

機会を提供し、高齢者の生活支援の担

い手を養成します。研修修了者が生活

支援訪問サービスだけでなく、ボラン

ティアなど何らかの活動に結びつけら

れるようマッチングや活動支援を行い

ます。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-１-１３ 

高齢者地域生活

支援促進事業 

サロンや体操教室、ごみ出しなど介護

予防・生活支援を目的とする主体的な

住民活動を対象に補助金を交付し経済

的に支援します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者地域生活

支援促進事業  

利用団体（団体） 

４６団体 ５５団体  

 

 

 

 

 

 

 



資料２ 

55 

 

１－２ 健康づくりの推進 

No. 事業名 内容 関係課 

１-２-１ 

後期高齢者医療

健康診査・特定

健康診査 

生活習慣病等の疾病予防を目的とした

健康診査を実施します。 

【対象】後期高齢者医療健康診査：後期

高齢者医療制度加入者、特定健康診査：

４０～７４歳の安城市国民健康保険加

入者 

国保年金課 

健康推進課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

後期高齢者医療

健康診査実施率

（％） 

４４．５％ ４５．１％  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-２-２ 

高齢者の保健事

業と介護予防の

一体的な実施 

医療・健診・介護等のデータを活用した

地域の健康課題の分析に基づき、個別

的支援（ハイリスクアプローチ）と通い

の場への積極的な関与（ポピュレーシ

ョンアプローチ）を行い、後期高齢者の

保健事業と介護予防事業について、一

体的に実施します。 

既存の「介護予防把握事業」（１-１-６）

と「地域介護予防活動支援事業」（１-１

-８）と連携して実施します。 

国保年金課 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

健康推進課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-２-３ 

健康相談 健康上の不安や生活習慣改善等の相談

に応じる保健相談と、栄養や食生活改

善のための栄養相談を行っています。

こころの悩みがある家族への接し方に

困っている市民に対し、「家族のための

こころホッと相談日」を設けています。 

健康推進課 
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１－３ 生きがいづくりの支援 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１ 

老人クラブへの

支援 

高齢者の老後の生活を健全で豊かなも

のにするため、会員の教養の向上、健康

の増進、レクリエーション、地域社会と

の交流を総合的に実施できるよう支援

します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

老人クラブ数

（団体数） 
９７団体 ９４団体  

会員数（人） ９，７７０人 ９，１８０人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-２ 

路線バス補助事

業 

市民の移動手段の確保を図るため、赤

字路線であることから存続が困難とさ

れている民間バス路線に対して、支援

（補助金の交付）を行い、高齢者をはじ

めとする市民の移動手段である路線バ

スの運行の存続を支援します。 

都市計画課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-３ 

あんくるバス運

行事業 

高齢者をはじめとする市民の移動手段

であるあんくるバスを継続して運行し

ます。 

都市計画課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-４ 

高齢者社会参加

促進事業 

あんくるバスの乗車料金相当額を助成

して無料とすることにより、社会参加

を促進します。 

【対象】７５歳以上の高齢者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

あんくるバス後

期高齢者月平均

利用者数（人） 

１１，４９４人 １３，４５５人  
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No. 事業名 内容 関係課 

１-３-５ 

シルバー人材セ

ンターの支援・

雇用の場の確保 

自らの生きがいの充実や地域社会の発

展に貢献したいと望んでいる高齢者に

対して、臨時的かつ短期的な仕事等を

提供します。 

【対象】定年退職者等で、６０歳以上の

健康でシルバー人材センターの理念に

賛同する人 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

シルバー人材セ

ンター登録会員

数（人） 

１，０９６人 １，０６８人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-６ 

ボランティアセ

ンター事業 

ボランティア育成事業（ボランティア

養成講座の開催）、ボランティア相談事

業（活動希望、派遣希望、情報提供等）、

啓発事業のほか、活動拠点や資材の提

供等を行います。 

社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-７ 

市民活動センタ

ー事業 

市民が気軽に市民活動やボランティア

活動に参加するきっかけづくりと、市

民活動団体の活動を支援します。 

市民協働課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-８ 

高齢者教室 地区公民館において、生きがいを求め

る学習、健康づくり・介護予防につなが

る学習の機会を提供します。 

【対象】概ね６５歳以上の市民 

生涯学習課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者教室の教

室数（教室） 
１１教室 １１教室  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-９ 

シルバーカレッ

ジ 

幅広いカリキュラムで２年間（年間２

３回程度）の連続講座を開催します。 

【対象】６０歳以上の市民 

生涯学習課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

シルバーカレッ

ジのクラス数

（クラス） 

２クラス ２クラス  
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No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１０ 

地域における高

齢者スポーツの

推進 

スポーツをすることで、現在の健康を

保持・増進することを目的として、「高

齢者向けスクール」「歩け・ランニング

運動」「おはよう！ふれあいラジオ体操

会」等の事業を実施します。 

スポーツ課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者向けスク

ールの参加者数

（人） 

９３人 ９１人  

歩け・ランニン

グ運動の参加者

数（人） 

６，８４６人 ７，０４５人  

おはよう！ふれあ

いラジオ体操会の

参加者数（人） 

９，５０６人 １５，３９１人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１１ 

「農」のある暮

らしの促進 

生きがいづくりや健康づくりを促進す

るため、アグリライフ支援センターで

野菜づくり入門コースを開催します。 

農務課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

野菜づくり入門

コース実施数

（回） 

２回 ２回  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１２ 

福祉センター講

座 

生きがいづくりと社会参加を促進する

ため、各福祉センターで幅広い講座を

開催します。 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

福祉センター講

座数（講座） 
６１講座 ５５講座  

福祉センター講

座受講者数（人） 
３，８９６人 ３，６２９人  
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No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１３ 

福祉センターサ

ロン 

福祉センターの利用者や地域の高齢者

を対象に、居場所や仲間づくり、地域サ

ロンの担い手の養成を目的としてサロ

ンを開催します。 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

福祉センターサ

ロン数（サロン） 
６６サロン ６５サロン  

福祉センターサ

ロン参加者数

（人） 

１６，００１人 ２２，３７０人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

１-３-１４ 

スマホ講座の開

催等によるデジ

タル活用支援の

実施 

高齢者をはじめとした誰もがデジタル

機器・サービスを活用（デジタル活用）

することで、多様な価値観やライフス

タイルを持ちつつ豊かな人生を享受で

きるよう、スマホ講習会・相談会の開催

やガイドブックの作成によりデジタル

活用に向けた支援を実施します。 

経営情報課 
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２ 地域でふれあい、安心して生活できるまちづくりの推進 

２－１ 住民主体の地域福祉活動の支援 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-１ 

地区社協の活動

の支援 

住民主体の地域福祉活動を推進するた

めの事業を実施している地区社協の活

動を支援します。 

社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-２ 

町内福祉委員会

の活動の支援 

住民主体の地域福祉活動を推進するた

め、町内福祉委員会の活動を支援しま

す。 

社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-３ 

地域見守り活動

の推進 

安心して暮らせる地域づくりを進める

ため、町内福祉委員会を中心とした近

隣住民による見守り活動の推進を図り

ます、 

社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-４ 

サロンの開催支

援 

地域住民相互の交流や仲間づくり、介

護予防、地域での見守り活動の推進の

ため、町内福祉委員会及び地域ボラン

ティアグループによる身近な地域での

サロン等の開催を支援します。 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

月１回以上開催

のサロン数（団

体） 

１９５団体 ２０７団体  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-５ 

住民組織と福祉

団体・福祉事業

者とのマッチン

グ 

町内福祉委員会やボランティア、福祉

団体、福祉事業者、NPO 等の団体や個人

を結びつけることにより、各団体の活

動の活性化、有益な関係性の構築を図

ります。 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

住民組織と福祉

団体・福祉事業

者とのマッチン

グ件数（件） 

１０３件 １４１件  
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No. 事業名 内容 関係課 

２-１-６ 

高齢者見守り事

業者ネットワー

ク事業 

市、社協、協力事業者が相互に連携を図

り、協力事業者が通常の事業活動の中

で異変のある高齢者及び支援を必要と

する高齢者を早期に発見するなど、地

域社会全体で高齢者を見守る体制を構

築します。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-１-７ 

生活支援・見守

り協力店事業 

地域内にある店舗や事業所等の協力を

求め、町ぐるみで高齢者等の見守り支

援や生活支援を行えるよう地域におけ

るネットワークを拡げます。 

社会福祉協

議会 

 

２－２ 在宅生活の支援 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１ 

高齢者外出支援

サービス事業 

・一般タクシーの利用料金の一部を助

成します。 

【対象】要介護又は要支援で通常の自

動車に乗れない在宅高齢者 

・車椅子用昇降機やストレッチャー用

昇降機を装備したタクシーの利用料金

の一部を助成します。 

【対象】要介護１以上で、通常の自動車

に乗れない在宅高齢者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者外出支援

サービス事業  

利用者数（人） 

８０６人 ８６４人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２ 

車いす移送車サ

ルビア号貸出事

業 

車いす移送車の貸出しを各福祉センタ

ーで行い、外出を支援します。 
社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-３ 

車いす貸出事業 一時的に車いすが必要な人に対し、１

か月を限度に車いすを無償で貸し出し

ます。 

社会福祉協

議会 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-４ 

寝具乾燥事業 毎月、布団及び毛布の殺菌・乾燥を行

い、そのうち年４回は水洗いを行いま

す。 

【対象】６５歳以上のねたきりの人、ひ

とり暮らし認定高齢者、認知症高齢者、

高齢者世帯、又は在宅重度心身障害者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

寝具乾燥事業の

利用者数（人） 
５３人 ５１人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-５ 

訪問理容サービ

ス事業 

自宅へ理容師が出張し、理髪（洗髪を除

く）及びひげそりを行います。利用券を

最大年６回分交付します。 

【対象】在宅ねたきり高齢者等介護人

手当の受給者が介護している高齢者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

訪問理容サービ

ス事業 延利用

者数（人） 

５４人 ５６人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-６ 

障害者ホームヘ

ルプサービス利

用者に対する支

援措置 

利用者負担額における障害者施策との

不均衡を是正するため、経過措置とし

て利用者負担額を軽減します。 

【対象】低所得であって、障害者施策に

よるホームヘルプサービスを利用して

いた人等 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-７ 

高齢者軽度生活

援助事業 

外出の付添い、食事の支度、草取り、庭

木の手入れ等をシルバー人材センター

会員が高齢者本人と一緒に行います。 

【対象】ひとり暮らし認定高齢者又は

高齢者のみの世帯に属し、日常生活を

営むうえで支障がある人（所得制限有

り） 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者軽度生活

援助事業 月延

利用者数（人） 

１，１６６人 １，２４４人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-８ 

日常生活用具給

付貸与事業 

６５歳以上のひとり暮らし認定高齢者

に住宅用火災警報器を給付します。 

退院等により介護が必要な要介護１以

下の人（所得制限有り）に介護支援ベッ

ドを貸与します。 

市、社協、福祉センター、地区社協及び

地域包括支援センター等において、６

５歳以上で歩行に支障のある人を対象

に、歩行支援用の杖を、１人１本を限度

に無料で給付します。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-９ 

友愛訪問事業 安否の確認や話し相手として、地区の

老人クラブ会員が週２回程度訪問しま

す。 

【対象】近所づきあいや地域での交流

の少ない６５歳以上のひとり暮らし認

定高齢者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

友愛訪問事業 

訪問者数（人） 
１９６人 １７９人  
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１０ 

福祉電話事業

（電話訪問サー

ビス） 

民生委員やボランティアが、週に１回

電話をかけ、安否の確認を行います。 

【対象】継続して安否の確認を必要と

するひとり暮らし認定高齢者、高齢者

のみの世帯又は在宅重度身体障害者 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

福祉電話事業

（電話訪問サー

ビス）利用者数

（人） 

１１６人 ９９人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１１ 

緊急通報装置設

置事業 

緊急通報装置を電話回線に取付け、急

病等の緊急通報を受けた場合は、速や

かに対応します。 

【対象】７５歳以上のひとり暮らし認

定高齢者や６５歳以上の要介護認定者

及び発作性の病気にかかっている人等 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

緊急通報装置設

置数（台） 
４３４台 ４３０台  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１２ 

鍵の預かり事業 自宅玄関の合鍵を預かり保管するとと

もに、市や社協等が行う安否確認や紛

失時等に対応します。 

【対象】ひとり暮らし高齢者・障害者等

で希望する人 

社会福祉協

議会 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１３ 

高齢者給食サ

ービス事業 

食の自立の観点から、十分なアセスメ

ントを行ったうえで計画的に提供する

とともに、安否の確認をします。 

【対象】在宅で６５歳以上のひとり暮

らし高齢者、７０歳以上の高齢者のみ

の世帯、６５歳以上のみの世帯で障害

者世帯又は要介護認定者がいる世帯も

しくは、日中独居世帯 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者給食サ

ービス配食数

（食） 

８４，３７５食 ９８，４１８食  

特別食（人） ４１人 ４１人  

普通食（人） ６１７人 ６７８人  
 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１４ 

高齢者世話付住

宅（シルバーハ

ウジング）生活

援助員派遣事業 

対象の高齢者に生活援助員を派遣し

て、生活指導、相談、安否確認、一時的

な家事援助、緊急時の対応等のサービ

スを提供し、在宅生活を支援します。 

【対象】高齢者世話付の県営住宅に居

住する高齢者 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１５ 

人にやさしい住

宅リフォーム費

助成事業 

住宅改修に要する費用について、１０

万円を限度に助成します。 

【対象】住宅改修が必要なひとり暮ら

し認定高齢者、高齢者世帯（ともに所得

税非課税）、要介護認定者等で運動器の

機能に支障のある人 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

住宅リフォーム

費助成実施数

（件） 

１７６件 １８７件  
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１６ 

家具転倒防止器

具取付事業 

対象者の申請に基づき、住居の中で利

用頻度の高い寝室、居間等の家具に、家

具転倒防止器具を取り付けます。 

【対象】ひとり暮らし認定高齢者等 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

家具転倒防止器

具取付設置数

（世帯） 

３世帯 １２世帯  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１７ 

市営住宅建設事

業 

加齢による身体機能の低下や障害が生

じた場合にも住み続けることができる

よう、老朽化した市営住宅の建替にお

いて「段差解消」「手すり設置」「非常用

ブザー設置」等の整備を推進します。 

建築課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１８ 

高齢者の居住の

安定確保に関す

る法律に基づく

各制度の周知 

高齢者が安心して生活できるよう、住

まい・介護・福祉の関係者と連携し、サ

ービス付き高齢者向け住宅やバリアフ

リーに対応した住宅、住宅改修等の住

まいに関する情報を提供します。 

建築課 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-１９ 

高齢者中短期入

所生活支援事業 

養護老人ホーム内の居室を利用し、一

時的な居住機能及び生活支援機能を、

高齢者に対し総合的に提供すること

で、高齢者が安心して健康で明るい生

活を送ることができるよう、また、家族

の養護負担の軽減を図ることができる

よう支援します。 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２０ 

地域ぐるみの防

災活動の推進 

全自主防災組織で訓練を行うととも

に、自発的な訓練を実施できるよう働

きかけ、地域ぐるみの防災活動を推進

します。 

危機管理課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

自主防災訓練へ

の参加者数（人） 
８，５１０人 １１，０８１人  

自主防災訓練の

実施率（実施組

織／全組織７

３）（％） 

５７．５％ ７３．９％  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２１ 

地区防災計画策

定支援事業 

市はマニュアル提供等を行い、各地区

の主体的な地区防災計画策定を支援し

ます。これにより、住民の防災意識を高

め、地域における「自助・共助」の力を

一層高めます。 

危機管理課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２２ 

避難行動要支援

者支援制度の啓

発 

災害時に自力で避難することが困難な

要支援者が的確な支援を受けることが

できるよう、避難行動要支援者支援制

度の啓発を行います。また、日頃の見守

り活動にも活用できるよう、地域の支

援者との情報共有を図っていきます。 

社会福祉課 

危機管理課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２３ 

防犯啓発活動の

推進 

高齢者を対象とした防犯教室を開催す

るとともに、防犯ボランティアリーダ

ーによる地域での啓発活動により、高

齢者に様々な防犯活動への参加の機会

を提供します。 

市民安全課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

高齢者対象の防

犯教室の参加者

数（人） 

４４０人 ９３４人  
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No. 事業名 内容 関係課 

２-２-２４ 

交通安全啓発活

動の推進 

高齢者を対象とした交通安全教室を開

催するとともに、交通安全リーダー及

び各老人クラブ会員の希望者を対象と

した交通安全研修会を開催することに

より、交通安全意識の高揚を図り、交通

事故撲滅を図ります。 

市民安全課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

交通安全教室参

加者数（人） 
４２５人 ５３５人  

交通安全研修会

参加者数（人） 
２７人 ９５人  

 

２－３ 認知症施策の推進 

No. 事業名 内容 関係課 

２-３-１ 

認知症初期集中

支援推進事業 

認知症専門医、看護師、社会福祉士等の

専門職で構成される「認知症初期集中

支援チーム」が、早期診断・早期対応に

向け、関係機関との連携により医療機

関への受診や介護サービスにつながる

ように認知症の人とその家族を支援し

ます。 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-３-２ 

認知症高齢者見

守り事業 

行方不明高齢者等の早期発見及び保護

のため、「見つかるつながるネットワー

ク」や「GPS システム」で市民、警察、

関係機関と連携・協力しています。ま

た、「認知症高齢者等個人賠償責任保

険」により認知症の人とその家族が安

心して在宅生活を行う支援をします。 

これらの施策に加え「認知症高齢者捜

索・声かけ模擬訓練」を実施することに

より、対応力の向上と「見つかるつなが

るネットワーク」の普及啓発を図りま

す。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

見つかるつなが

るネットワーク

登録者数（累計：

人） 

３１４人 ３４８人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-３-３ 

認知症サポータ

ーの養成と活用 

キャラバン・メイト養成研修修了者が、

地域や職域の集まり、学校、児童クラブ

等に出向き認知症サポーター養成講座

を開催します。また、「チームオレンジ」

の整備に向けて、認知症サポーターに

「ステップアップ講座」を開催し、支え

手として地域における活躍の場をつく

ります。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

認知症サポータ

ー養成講座（回） 
１１回 ２３回  

認知症サポータ

ーステップアッ

プ講座修了者数

（累計：人） 

９７人 １１５人  
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No. 事業名 内容 関係課 

２-３-４ 

認知症カフェの

充実 

認知症の人とその家族、地域住民、専門

職の誰もが気軽に参加でき、集う場所

としての認知症カフェの継続と充実を

図ると同時に、新たなカフェの開設支

援、担い手の養成、マッチングを行いま

す。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

認知症カフェか

所数（累計：か

所） 

１０か所 １１か所  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-３-５ 

従事者向け認知

症対応力向上研

修等の実施 

認知症支援に従事する医療機関、介護

事業所職員向けの認知症対応力向上や

多職種連携の推進を図る研修等を、認

知症初期集中支援チーム、在宅医療サ

ポートセンター等と連携し実施しま

す。 

高齢福祉課 

 

２－４ 介護者に対する支援 

No. 事業名 内容 関係課 

２-４-１ 

在宅ねたきり高

齢者等介護人手

当事業 

在宅ねたきり高齢者等を介護している

人の労をねぎらうために、介護人手当

を支給します。 

【対象】市内居住の６５歳以上で３か

月以上ねたきり又は同程度の介護を要

する認知症状態が続いている人を介護

している人 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-４-２ 

おむつ費用助成

事業 

おむつの必要な高齢者を介護している

人の労をねぎらい、福祉の増進を図る

ため、市内の指定した薬局で利用でき

るおむつ費用助成利用券を交付しま

す。 

【対象】在宅ねたきり高齢者介護人手

当の受給者でおむつの必要な高齢者を

介護している人 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

おむつ費用助成

事業（人） 
４８１人 ５１９人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-４-３ 

介護者のつどい

（家族介護支援

事業） 

介護者が日ごろの悩みや不安を相談す

るとともに、レクリエーションや講座

等を行い、お互いの情報交換や仲間づ

くりの場を提供します。 

社会福祉協

議会 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-４-４ 

介護者支援事業

（介護教室の開

催） 

介護者及び介護に関心のある人を対象

に、介護の基本的な技術や知識の習得、

介護予防の知識の普及等を図る介護教

室を開催します。 

高齢福祉課 

社会福祉協

議会 

 

２－５ 医療と介護連携の推進 

No. 事業名 内容 関係課 

２-５-１ 

多職種連携のた

めの人材育成研

修 

「顔の見える関係」をつくり、医療・介

護・福祉の専門職種間の相互理解を深

め、連携を推進するための研修を実施

します。 

看取り、ACP、認知症支援施策、災害時

や感染症対策を重点的なテーマとしま

す。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-５-２ 

看取り体制構築

のための研修と

市民啓発 

看取り体制の構築のため、専門職にお

ける ACP の理解や取り組み方法、情報

の共有等の体制を構築します。また、市

民にガイドブック等を配布し、ACP に取

り組めるよう支援します。 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-５-３ 

ICT を活用した

情報連携 

「サルビー見守りネット」を活用した

情報連携のほか、オンライン会議を活

用した入院・退院カンファレンスやサ

ービス担当者会議を実施できる体制整

備を推進します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

サルビー見守り

ネット登録療養

者数（人） 

４６０人 ６１４人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-５-４ 

在宅医療に関す

る普及啓発 

相談窓口や活用方法等、在宅医療に関

する情報について、市公式ウェブサイ

トへの掲載、「在宅医療ガイドブック」

の配布・活用、まちかど講座の開催等に

より普及啓発を行います。 

広く市民に周知するために在宅医療に

関する講演会等を開催します。 

高齢福祉課 

 

２－６ 権利擁護等 

No. 事業名 内容 関係課 

２-６-１ 

高齢者虐待防止

の推進 

虐待の防止及びその早期発見のため、

市や地域包括支援センターが中心とな

り、民生委員、地区社協、介護保険サー

ビス事業所と連携し、高齢者の虐待防

止を推進します。 

また、広報紙や介護保険事業者連絡調

整会議等で通報の重要性について啓発

を行います。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-６-２ 

老人保護措置事

業 

対象となる高齢者について、養護老人

ホーム等への入所等の措置を行うこと

で、心身の健康の保持及び生活の安定

を図ります。 

【対象】環境上の理由及び経済的理由

により、居宅において養護を受けるこ

とが困難な、原則として６５歳以上の

高齢者 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

２-６-３ 

成年後見制度利

用支援事業（市

長申立て） 

特別の理由がある場合に限り、親族に

代わり市長が成年後見制度（法定後見

制度）の利用の申立てを行います。ま

た、成年後見人等への報酬を支払うこ

とが困難である生活保護受給者等に対

し、報酬分を助成します。 

【対象】６５歳以上で認知症、知的障

害、精神障害等により判断能力が不十

分なため、申立てを行うことが困難で

あり、かつ親族等がいない人 

障害福祉課 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-６-４ 

成年後見支援事

業（相談支援、

啓発及び法人後

見事業） 

認知症、知的障害、精神障害等によって

判断能力の不十分な人の権利を守るた

めの成年後見制度を市民に広く周知す

るとともに、制度に関する相談や助言

を行います。社協に中核機関事業を委

託し、成年後見制度の利用促進を図り

ます。また、家庭裁判所の審判に基づ

き、社協が法人として後見業務を行い

ます。 

社会福祉協

議会 

障害福祉課 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

２-６-５ 

福祉サービス利

用援助事業 

認知症高齢者等の在宅生活を継続する

ため、支援計画を作成し、福祉サービス

の利用援助、日常的な金銭管理等を行

います。 

社会福祉協

議会 
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３ 介護保険サービスの質の向上と制度の円滑な運用 

３－１ 介護人材の確保・離職防止 

No. 事業名 内容 関係課 

３-１-１ 

介護人材確保に

関する意見交換

会の実施 

介護人材不足の課題に官民共同で取り

組むため、市と介護サービス事業所等

が連携して意見交換を行い、介護人材

確保、離職防止、業務効率化に向けた具

体的な取り組みについて検討します。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-１-２ 

多様な人材確保

に向けた支援 

介護の仕事について幅広い年代に周知

啓発し、市民の関心を高め、介護人材の

確保につながるよう努めます。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-１-３ 

介護の職場環境

改善支援 

ハラスメント防止対策、効率的な文書

作成等に関するセミナーの開催等によ

り、介護サービス事業所における業務

効率化と職場環境の改善を支援しま

す。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-１-４ 

介護関連資格取

得等補助 

介護関連資格取得等にかかる経費に対

し、補助金を交付することにより、職員

のキャリアアップを支援します。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

介護関連資格取

得補助事業交付

件数（件） 

２件 ７件  

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-１-５ 
介護人材確保補

助 

介護人材確保のため・・補助支援を行い

ます。 
高齢福祉課 
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３－２ 的確で質の高いサービスの提供 

No. 事業名 内容 関係課 

３-２-１ 

介護給付等費用

適正化事業 

主要事業と位置づけられた「認定調査

状況チェック」「ケアプランチェック」

「住宅改修等の点検」「医療情報との突

合・縦覧点検」「介護給付費通知」を行

います。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

ケアプランチェ

ック実施事業者

数（か所／年） 

６か所 １１か所  

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-２-２ 

介護サービス事

業者等への指

導・監督 

市が保険者として制度説明等を行う集

団指導だけでなく、介護報酬請求につ

いて指導する運営指導を行います。ま

た、指定基準違反や不正請求の疑いが

認められる場合は、監査を行います。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

介護サービス事

業者等への運営

指導数（件） 

１４件 ３８件  

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-２-３ 

ケアプラン指導

研修事業 

適切な居宅サービス計画作成を促進す

るために、居宅介護支援事業所のケア

マネジャーを対象に研修会を開催しま

す。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

ケアプラン指導

研修会開催数

（回） 

３回 ４回  
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No. 事業名 内容 関係課 

３-２-４ 

介護サービス相

談員派遣事業 

介護サービス相談員が介護サービス事

業所等を訪問し、事業者と利用者の橋

渡し役として、サービス利用者の話し

を聴きます。このような活動を通し、サ

ービス利用者の疑問や不満、不安の解

消を図るとともに、介護サービスの質

の向上を図ります。 

高齢福祉課 

事業量 
実績 目標 

令和３年度 令和４年度 令和８年度 

介護サービス相

談員派遣数（回） 
０回 １８回  

介護サービス相

談員への相談数

（人） 

０人 ８４人  

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-２-５ 

介護保険制度趣

旨普及事業 

介護保険制度について広報紙への掲

載、市民向け手引きの作成、事業所マッ

プ等の作成により、最新の情報を提供

します。また、まちかど講座、市公式ウ

ェブサイト等を通じて、市民への周知

を図ります。 

高齢福祉課 

 

３－３ 介護保険事業の円滑な運営 

No. 事業名 内容 関係課 

３-３-１ 

介護保険・地域

包括支援センタ

ー運営協議会 

介護保険の運営状況、あんジョイプラ

ンの進捗管理、地域包括支援センター

の運営に関して協議します。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-３-２ 

地域密着型サー

ビス運営委員会 

地域密着型サービスの指定や指定基

準、介護報酬の設定等について協議し

ます。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-３-３ 
介護保険事業者

連絡調整会議 

保険者として、介護サービス事業者等

へ集団指導と情報提供を行います。 
高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-３-４ 

介護保険利用者

負担額軽減措置

事業 

収入や預貯金等が一定条件にあてはま

る低所得の人については、在宅サービ

スを利用した時の自己負担を軽減しま

す。（市独自の軽減制度） 

高齢福祉課 
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No. 事業名 内容 関係課 

３-３-５ 

社会福祉法人に

よる利用者負担

額軽減制度事業 

世帯全員が市民税非課税であって、世

帯収入や預貯金等が一定条件にあては

まる人については、軽減を実施してい

る社会福祉法人等が行うサービスを利

用した時の自己負担を軽減します。 

高齢福祉課 

 

３－４ 保険者機能の強化 

No. 事業名 内容 関係課 

３-４-１ 
あんジョイプラ

ン進捗状況管理 

毎年度実績値を把握し、計画値と乖離

している部分の要因を考察する。 
高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-４-２ 

介護保険事業の

改善報告事業 

「見える化」システムを活用して、現状

把握と地域分析を行い、介護保険事業

の課題や改善点を把握し、市のホーム

ページを通じて公表する。 

高齢福祉課 

 

No. 事業名 内容 関係課 

３-４-３ 

基本方針の周知

啓発事業 

 

高齢者の自立支援、重度化防止等に資

することを目的としてケアマネジメン

トが行われるよう、安城市におけるケ

アマネジメントに関する基本方針を示

し、介護保険制度の根幹であるケアマ

ネジメントのあり方を保険者と介護支

援専門員で共有し、より良い介護保険

事業の運営を目指す。 

高齢福祉課 

 

 


